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１．研究計画の概要 

 脳内アミロイドの蓄積を可視化するアミ

ロイドイメージングが注目されアルツハイ

マー病(以下 AD)の超早期診断への応用が期

待されている。本研究では、アミロイド PET

プローブ[11C]BF-227(以下 BF227)について AD

の超早期診断におけるその有用性を検討す

る。 

具体的な実施内容 

(1)BF227-PET 画像における健常高齢者(NL)、

軽度認知障害(MCI)患者、アルツハイマー

病(AD)患者を対象とした臨床試験。 

(2)BF227-PET 画像における老人斑の沈着の

程度と各種心理検査との関連。 

(3)BF227-PET 画像における老人斑の沈着の

程度と VSRAD-MRI 画像における海馬傍回、

全脳体積との関連。 

この 3点を行うことでアミロイドイメージン

グ測定法を確立する。 

 

２．研究の進捗状況 

 本研究の研究対象者として、平成 22 年度

までに国立長寿医療研究センターにおいて、

NL 群 27 名、MCI 群 10 名、AD 群 10 名が登録

された。この研究対象者（NL、MCI、AD）の

BF227 画像、MRI（VSRAD および VBM）画像に

ついて、画像統計解析を行い、各群間を比較

し、それぞれの各病態群において、もっとも

特徴的な画像変化が存在するかどうかを検

討した。また、BF227 集積と脳萎縮の関連性

について、NL、MCI、ADの各進行段階に分け、

Aβ集積と灰白質体積の相関を検討した。 

 本研究登録対象者について、BF227 画像の

統計解析を行った。AD群は下部側頭葉から頭

頂葉にかけてを主体とする BF227の高集積が

認められた。MCI 群は BF227 集積が認められ

た例と認められなかった例があった。NL 群に

ついても AD の病態の存在を示唆する BF227

集積パターンを示す例が認められた。BF227

において、NL、MCI、AD におけるアミロイド

病変を画像化することができたと想像され

る。 

 本研究登録対象者について、MRI 画像の統

計解析を行った。AD 群は MCI 群、NL 群と比

較して、後部帯状回、楔前部、前部帯状回、

下前頭回、下側頭回、頭頂後頭部、海馬など

に広く萎縮領域を認めた。MCI 群と NL群の間

に顕著な灰白質体積の差は認めなかった。 
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 Aβ集積と灰白質体積の相関について、AD

群、MCI 群では、明らかな相関を示す領域は

認めなかった。一方、NL 群では、Aβ集積と

灰白質体積の間に負の相関を示す領域が散

在的に認められた。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

（理由）研究代表者本人の異動に伴って国立

長寿医療研究センターにおける研究に従事

する時間が減ったことが心配されたが分担

研究者らの協力によって順調に進展してい

る。申請当初の予定通り、実際の検査などの

研究運営は研究分担者らによって行われ、研

究代表者本人は現在、データの総括、分析に

務めている。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 共同研究施設である東北大学医学部附属

病院において登録された NL 群 27 名、MCI 群

10 名、AD 群 10 名の BF227 画像、MRI 画像が

得られた。今後、AD の偽陰性例、NC の偽陽

性例に関して、さらに検討が必要であり、症

例数を増やした検討を行っていく。 

 また、MMSE などの心理検査の結果と相関す

る脳領域を同定しβアミロイドの集積およ

び脳萎縮との関連を明らかにする。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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